
HPV（ヒトパピローマウイルス）とは 

 ヒトパピローマウイルスは、子宮頸がんの方から 90％以上見つかることが知られており、

長期にわたり感染することでがんになると考えられています。初期はほとんど症状のない

ことが多いですが、生理のとき以外の出血やおりものの増加などが見られることがありま

す。また、進行した場合には、下腹部や腰の痛みや血の混じった尿が見られることもありま

す。 

 

予防接種を接種する方へ 

予防接種を接種する方は、必ず下記リーフレットを必ず読み、ワクチンの有効性や副反応等

を確認した上で接種してください。 

厚生労働省 HPVリーフレット（詳細版） 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000901220.pdf 

 

 

ワクチンの種類 

シルガード９（9価） 

子宮頸がん患者から多く検出される 16 型、18 型、31 型、33 型、45 型、52 型及び 58 型に

も効果的で子宮頸がんの原因の 80～90％を防ぐことができます。 

 

対象年齢 

12歳となる年度の初日から 16歳となる年度の末日までの間にある女性（小学校６年生～高

校１年生） 

 

注意点 

基本１回目～３回目まで同じワクチンを使用しますが、２価または４価から９価へ切り替

えて接種した場合の安全性・有効性は一定程度明らかになっているため、医師と相談の上、

変更することは可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＯＫ 
 切り替え接種できる？ 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000901220.pdf


接種回数と接種間隔 

標準的な接種間隔 

ワクチンの種類 回数 接種間隔 

シルガード９ 

（９価） 

１回目を 

15 歳に 

なる前に 

接種する 

場合 

２回 

 

 

 

 
１回目を 

15 歳に 

なってから

接種する 

場合 

３回 

 

 

 

 

 

 

上記スケジュールが難しい場合 

ワクチンの種類 回数 接種間隔 

シルガード９ 

（９価） 

１回目を 

15 歳に 

なる前に 

接種する 

場合 

２回 

 

 

 

 
１回目を 

15 歳に 

なってから

接種する 

場合 

３回 

 

 

 

 

 

1 回目 2 回目 

1 回目 2 回目 3 回目 

６カ月以上⇒ 

２カ月以上⇒ 
１回目から 
６カ月以上⇒ 

1 回目 2 回目 

1 回目 2 回目 3 回目 

５カ月以上⇒ 

１カ月以上⇒ 
２回目から 
３カ月以上⇒ 


